
神
奈
川
・永
福
寺
跡

所
在
地
　
　
　
神
奈
川
県
鎌
倉
市
三
階
堂

調
査
期
間
　
　
一
　

一
九
九
〇
年

谷平
２
）
八
月
１

一
二
月
、
二

九
三
年
七
月
―

一
二
月
、
三
　
一
九
九
六
年
七
月
１

九
七
年

一
月

発
掘
機
関
　
　
鎌
倉
市
教
育
委
員
会

調
査
担
当
者
　
福
田
　
誠

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

遺
跡
の
年
代
　
一
一
一世
紀
末
―

一
四
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

76543 2  1

九 九

本
遺
跡
地
は
Ｊ
Ｒ
鎌
倉
駅
の

北
東
約
二
ｋｍ
の
と
こ
ろ
に
位
置

す

る
。

コ
一
階
堂
」

や

コ
二

堂
」
な
ど
の
地
名
も
残
り
、
古

く
か
ら
永
福
寺
跡
と
考
え
ら
れ

て
い
た
。
永
福
寺
は

『吾
妻

鏡
』
文
治
五
年

（
一
一
八
九
）

一
二
月
九
日
条
を
初
見
と
し
、

同
年
九
月
源
頼
朝
に
よ
る
奥
州

`赴

(横須賀)

永福寺跡調査位置図



2004年出土の木簡

藤
原
氏
追
討
時
の
戦
死
者
供
養
が
そ
の
建
立
目
的
と
さ
れ
る
。
ま
た
建
立
す
る

際
そ
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
の
が
、
頼
朝
が
平
泉
で
実
見
し
た
大
長
寿
院
の
三
階

堂
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

こ
れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
、
永
福
寺
の
具
体
的
な
伽
藍
配
置
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
。
三
階
堂
を
中
心
に
両
脇
堂
と
呼
ば
れ
た
南
側
の
阿
弥
陀
堂

と
北
側
の
楽
師
堂
が
東
向
き
に
並
び
建
つ
。
特
徴
的
な
の
が
こ
の
三
堂
の
基
壇

と
し
て
木
製
の
基
壇
外
装
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
で
あ
り
、
寛
元

・
宝
治
年
間

全

二
四
一Ｔ
四
九
）
に
行
な
わ
れ
た
大
規
模
な
修
理
に
ェ
リ
、
石
積
み
の
壇
正

積
基
壇
に
造
り
替
え
ら
れ
る
。
両
脇
堂
か
ら
は
庭
園
に
向
か
い
翼
廊
が
延
び
、

中
門
を
経
て
釣
殿
が
設
け
ら
れ
る
。
三
堂
の
前
面
に
穿
た
れ
た
池
に
は
、
尾
根

の
先
端
部
を
削

っ
て
造
り
出
し
た
岬
状
の
部
分
に
、
北
奥
の
西
ヶ
谷
よ
り
北
翼

廊
脇
を
抜
け
る
遣
水
を
引
き
込
ん
で
い
た
。

遺
構
の
変
遷
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
お
く
と
、　
〓

一世
紀
末
の
創
建
後
、

Ⅱ
期
に
な
る
と
建
物
の
解
体
修
理
な
ど
大
規
模
な
修
理
が
行
な
わ
れ
、
前
述
し

た
よ
う
に
基
壇
外
装
が
木
製
か
ら
石
積
み
へ
と
変
更
さ
れ
る
。
弘
安
三
年

（
一

二
八
〇
）
に
は
火
災
が
起
こ
り
、
再
建
さ
れ
る

（Ⅲ
期
）。
そ
の
際
、
規
模

・
形

状
な
ど
は
保
た
れ
る
が
、
瓦
の
出
土
量
が
減
り
小
型
化
す
る
こ
と
か
ら
、
屋
根

が
総
瓦
葺
か
ら
檜
皮
葺

へ
と
変
更
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
廷
慶
三
年

（
三
二

一
〇
）
に
再
び
火
災
が
あ
り
、
再
建
さ
れ
る

（Ⅳ
期
、　
一
四
世
紀
以
降
）
が
、
複

廊

・
翼
廊
の
再
建
は
な
く
三
堂
と
釣
殿

・
橋
の
み
の
再
建
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
、　
一
①
が
三
階
堂
前
面
か
ら
阿
弥
陀
堂
前
面
に
か
け
て
の
庭

・
池
か

ら
出
土
し
た
。
二
①
ｌ
①
は
三
階
堂
正
面
の
池
中
の
互
期
遺
構
面

（
三
二
世
紀

中
頃
）
か
ら
出
土
し
た
。
三
側
は
薬
師
堂
前
面
の
池
中
の
Ⅳ
期
下
層
覆
土
中

（
一
四
世
紀
後
半
）
か
ら
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

一
　

一
九
九
〇
年
度
調
査

①

　

「鷺
南
元
阿
弥
陀
仏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（］じ

溢
泉
卜
８
Ｐ

頂
部
の
ニ
カ
所
に
圭
頭
状
の
切
り
込
み
を
入
れ
た
板
塔
婆
で
あ
る
。
墨
書
は

わ
ず
か
に
残
り
、
下
半
部
は
欠
損
し
て
い
る
。

一
一　

一
九
九
三
年
度
調
査

①

　

「
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（μｅ

通
反
］
息
Φ

〔鬼
力
〕

②
　
　
「
（符
銀
）
□
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
］駅
×
∞ω
×
∞
盆
Ｐ

①

　

「寺
南
無
大
日
如
来
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∞∞衰
ポ
溢

ｏ常

い
は
頭
部
を
左
右
か
ら
切
り
込
ん
で
圭
頭
状
に
し
て
い
る
。
左
下
半
の
多
く

を
欠
損
す
る
。
②
は
文
字
と
い
う
よ
り
も
人
面
を
表
現
し
た
よ
う
に
見
受
け
ら

れ
、
呪
符
と
考
え
ら
れ
る
。
左
上
に
わ
ず
か
に
残

っ
て
い
る
の
は
目
と
考
え
ら

れ
、
ま
た
右
中
央
下
に

「鬼
」
と
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
中
心
部
分

に
釘
孔
が
貫
通
し
、
左
下
半
部
が
欠
損
し
て
い
る
。
③
は
完
形
の
笹
塔
婆
。



〔

向

凶

印

刷

肺

Ⅷ

酬

珊

Ｍ

Ｍ

Ⅷ

一

・ぐ‐，
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φ

‐　一　剤

一刊□
□

大
之
□
日
――
□
　
身
證
去
」

名
□
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
」

ｏ
ｏ
ｏ
×
∞
ｏ
×
Φ
　
ｏ
ω
Ｐ

頂
部
を
五
輪
塔
状
に
削
り
出
し
た
大
型
の
卒
塔
婆
で
、
下
端
部
は
剣
先
状
に

尖
ら
せ
て
い
る
。
表
裏
両
面
に
墨
書
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
、
い
く
つ
か
の
文
字

一
一
珀

〓
一　

一

一

九
九
六
年
度
調
査

「
口
　
南
無

（梵
字
）

(1)

同

側

聞

憫

隅

鰯

闘

脚

―ＩＩ

Ｍ

爛

‐――

ｌｌｌ

ｌｌｌｌ

悧

隠

脚

識

冊

――ｌ

ｉｌ

Ｍ

脚

問

馴

は
読
め
る
が
、
全
体
の
内
容
ま
で
は
判
読
で
き
な
い
。
下
端
か
ら
約

一
四
軸
の

と
こ
ろ
に
釘
孔
が
確
認
で
き
、
何
か
に
打
ち
付
け
て
使
用
さ
れ
た
こ
と
が
窺
え

る
。
こ
の
形
状
の
碁
婆
は
本
遺
跡
か
ら
他
に
二
点
出
土
し
て
お
り

（本
誌
第
二

六
号
）、
ま
た
鶴
岡
八
幡
宮
境
内
の
調
査
に
お
い
て
も
、
墨
書
は
な
い
も
の
の

一
ｍ
を
越
え
る
五
輪
塔
を
模

っ
た
木
製
品
が
出
土
し
て
い
る

（鶴
岡
八
幡
宮
境

内
発
掘
調
査
団

『鶴
岡
八
幡
官
境
内
発
掘
調
査
報
告
書

（鎌
倉
国
宝
館
収
蔵
庫
建
設
に

伴
う
緊
急
調
査
産
、
一
九
八
五
年
）。
中
世
に
お
け
る

一
般
的
な
供
養
形
態
の
一
つ

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

９
　
関
係
文
献

鎌
倉
市
教
育
委
員
会

『永
福
寺
跡
』
盆

九
九
二
年
）

同

『永
福
寺
跡
』
盆
九
九
五
年
）

同

『永
福
寺
跡
』
盆
九
九
八
年
）

同

『永
福
寺
跡
―
遺
構
編
』
全
一〇
〇
一
年
）

同

『永
福
寺
跡
―
遺
物

・
考
察
編
』
全
一〇
〇
二
年
）

（鈴
木
絵
美
） 三 (1)




